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一　般　演　題

1・111CIYM・09151・2，118F］F・DOPA　uptakeに解離を

　　示したmulti・infarct・dementiaの2例
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　multi－infarct　dementia（MID）の2例に対し，　Dopa－

mine　D2　receptor　ligand（YM），およびF－DOPAにて

dynamic　scanを行った．　YMは60　min後の線条体／後

頭葉比，F－DOPAは小脳を入力関数としたPatlak　plot

のslopeにて，線条体への取り込みを健常老人と比較し

た．MIDの2例で，　YMは健常老人に比し高値，　F・

DOPAは低値を示した．　MIDにおけるDopamine合

成の低下および線条体のDopamine　D2　receptorの増加

の可能性が考えられた．

3．1231・IMP　SPECTによる皮質下性痴呆の診断
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　皮質下性痴呆の代表的疾患であるパーキンソン病と進

行性核上麻痺（PSP）の1231－IMP　SPECTを検討した．

持続動脈血採血法によるMicrosphere　modelを用いて

脳血流量を測定し，5時間後にdelayed　SPECTを撮像

してDelayed　fi11－inを評価した．その結果，パーキンソ

ン病では脳血流は全体的に低下するが，PSPでは前頭葉

と基底核の血流低下が著しく，後頭葉や頭頂葉の血流は

正常に保たれていること．パーキンソン病ではDelayed

Ml－inのパターンが正常コントロールとほぼ同様である

のに対して，PSPでは前頭葉と基底核で著しく増加した．

脳血流低下とDelayed創1－inのパターンの相違は，パー

キンソン病とPSPの鑑別に有用であることが判明した．

2．1231・IMP　SPECTによる脳血流測定法

　　一一．－133Xe吸入法との比較とPaCO2の影響一
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　脳血管障害（AVM，　TIA）と脳変性疾患（Parkinson

病）など7例と正常コントロール2例を対象にして，リ

ング型カメラ（島津製SET・050）を用いた133Xe吸入法

（Kanno－Lassen法）によるrCBF測定法と，回転型ガン

マ・カメラ（シーメンス社製検出器対向型ZLC175　Rota

Camera）を用いた1231－IMP　SPECT　Microsphere　Model

によるrCBF測定法の精度を比較検討した．動脈血炭酸

ガス分圧PaCO2の及ぼすrCBFへの影響は大きく，両

方法は，PaCO　2を補正しない場合には相関は全くない

が，PaCO2を補正してやると回帰式Y＝0．91X＋2．9

（r＝0．923）となり，きわめてよい相関がみられた．脳血

流量を問題にするときは，PaCO2を常に考慮しなけれ

ばならない．

4．99mTc・ECDの使用経験
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　脳梗塞10例，脳腫瘍3例，老人性痴呆1例に99mTc－

ECDによる脳血流SPECTを施行した．画質は鮮明で

診断に十分と思われた．X線CTとの比較ではX線CT

と一致した領域の血流異常が描出されたもの5例，X線

crで認められない部分の異常が描出されたもの9例で

あり，X線erで認められた病巣を描出できなかったも

のはなかった．4例に1231－IMPによる脳血流SPECT

を施行し，ECDと比較した．　ECDによる画像の方が健

常部と病巣部のコントラストが強い印象であった．1例

にのみ99mTc－ECD　early　imageとdelayed　imageの撮

像を行ったが，IMPでみられるような明瞭な再分布は

認めなかった．

Presented by Medical*Online


	1246



